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相馬福島道路(霊山～福島)「起工式」のお知らせ
そ う ま ふ く し ま りよう ぜ ん ふ く し ま

～相馬福島道路の最後の区間で工事着手～

相馬福島道路（霊山～福島）は、平成２５年度より事業着手し、復興のリーディン
グプロジェクトとして早期開通を目指し、地域と一体となって事業を進めております。

霊山～福島は、復興支援道路として、これまで調査設計、用地取得を進めてきた
ところですが、この度、新たに工事に着手する運びとなりました。

また、本区間の工事着工により、相馬福島道路の全区間とともに、東日本大震災
後に復興道路、復興支援道路として被災３県で新たに事業化された１９区間の全て
で工事に着手することになります。

つきましては、被災地の一日も早い復興と工事の安全、早期完成を祈念し、起工
式を執り行うこととしましたのでお知らせします。

相馬福島道路は、常磐自動車道と東北縦貫自動車道を結ぶ約４５kmの自動車専用道路（無
料）であり、東日本大震災からの早期復興を図るリーディングプロジェクト（復興支援道
路）として位置づけられています。

また、相馬福島道路の開通により、平時においては地域の暮らしや産業を支えるととも
に、災害時には緊急輸送道路としての信頼性向上が期待されます。

１．日 時：平成２６年９月２８日（日） 午前１０時００分～
２．場 所：伊達市保原町大柳地内（別紙参照）
３．実施内容：挨拶、来賓祝辞、事業経過報告、鍬入れ等
４．主 催 者：福島県、伊達市、桑折町、福島河川国道事務所

※取材について：報道関係者の方は、スタッフが駐車場及び席にご案内いたします。

発表記者会〈福島県政記者クラブ、福島市政記者クラブ〉

【問い合わせ先】

国土交通省 東北地方整備局 福島河川国道事務所
福島県福島市黒岩字榎平３６ TEL０２４（５４６）４３３１（代）

あかさか ひろし

副所長(道路) 赤坂 浩 （内線２０５）
ししど ひでお

工務第二課長 宍戸 英雄（内線４１１）
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【復興⽀援道路】 相⾺福島道路の概要
相馬福島道路は、常磐自動車道と東北自動車道を結ぶ約４５㎞の自動車専用道路（無料）であり、東日本大震災からの
早期復興を図るリーディングプロジェクトとして位置づけられています。

【開通６ヶ月後】一般国道１３号

■国道１１５号は、⼤⾬による事前通⾏規制や⾃然災害等により通⾏⽌めが頻繁に発⽣（通⾏⽌14回/15年）
■相⾺福島道路は、⼤規模災害時においても⼨断されない強靱で信頼性の⾼い道路ネットワークを形成

整備効果① 災害発⽣危険箇所を回避し、緊急輸送道路の信頼性を確保

▼相⾺市〜福島市間の緊急輸送道路は国道１１５号のみ ▼落⽯等により⼨断された国道
国道115号相⾺市⼭上地区（H18年6⽉）
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【開通６ヶ月後】一般国道１３号整備効果② 迅速な救急搬送で、安全・安⼼な住⺠⽣活に寄与
■相⾺地⽅広域消防本部圏（相⾺市、南相⾺市、新地町）における救急搬送先は、県⽴医⼤付属病院が約８割
■相⾺福島道路は、迅速かつ安定的な救急搬送を実現し、安全・安⼼な住⺠⽣活に寄与

▼沿岸３市町から第三次救急医療施設への
搬送割合(H21〜H24)

資料：相⾺地⽅広域消防本部

▼沿岸３市町から県⽴医⼤附属病院への搬送実績
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※所要時間
相⾺市役所 ↔ 県⽴医科⼤学附属病院 間

所要時間 ８０分 → ５９分
整備前 整備後

【開通６ヶ月後】一般国道１３号整備効果③ 相⾺港を活⽤した輸送効率化で、企業活動の活性化を⽀援
■相⾺港の取扱貨物量は東⽇本⼤震災以前と同程度まで回復しているものの、企業が集積する内陸部との連携が課題
■相⾺福島道路は、相⾺港を活⽤した輸送効率化を図り、企業活動の活性化を⽀援

▼相⾺港荷下ろし⾵景
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▼取扱貨物量推移（相⾺港）

《輸送コスト削減の事例》
鋳造⽤並びに製鋼⽤鉄源を扱う⼆本松市のＩ社は、銑鉄の輸送

にあたって相⾺港を活⽤し、輸送費の安い海上輸送をメインの輸送⽅
法に切り替えることで、⼤幅なコストダウンを実現

２，０００円／ｔのコスト削減

海上輸送 陸上輸送

海上輸送 陸上輸送

before

after

出典：福島県相⾺港利⽤促進協議会ＨＰ

相⾺港

神⼾港 船橋港 ⼆本松市

輸送方法の
切り替えイメージ
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